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人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
塩
。

そ
の
大
切
な
塩
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
岩
塩
に
恵
ま
れ
な

い
日
本
列
島
で
は
、
古
来
、
海
水
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
塩
を
手
に
入
れ
て
き
た
。
そ
の
際
、
土
器

を
用
い
て
海
水
を
煮
詰
め
、
結
晶
塩
を
得
る
方
法
を
土
器

製
塩
と
よ
ぶ
。

土
器
製
塩
の
工
程
に
は
、
事
前
に
海
水
を
濃
縮
し
、
塩

分
濃
度
を
高
め
た
濃
い
塩
水

(

鹹
水)

を
作
る
採
鹹
工
程
。

塩
分
濃
度
を
高
め
た
鹹
水
を
煮
沸
し
、
結
晶
塩
を
作
る
煎

熬
工
程
。
煎
熬
作
業
に
よ
っ
て
で
き
た
潮
解
性
の
高
い
粗

塩
を
再
加
熱
し
、
に
が
り
を
除
去
す
る
こ
と
で
扱
い
や
す

い
塩
を
作
る
焼
塩
工
程
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

採
鹹
工
程
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
り
、
時
代
に
よ
っ
て

異
な
る
。
砂
浜
に
海
水
を
く
み
上
げ
、
太
陽
熱
を
利
用
し

て
水
分
を
蒸
発
さ
せ
て
塩
分
濃
度
を
上
げ
る
塩
田
方
が
良

く
知
ら
れ
て
お
り
、
揚
浜
式
や
入
浜
式
な
ど
の
方
法
が
あ

る
。
万
葉
集
な
ど
に
は
、｢

藻
塩
焼
く｣

と
い
っ
た
記
述

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
古
代
に
は
海
藻
を
使
っ
て
塩
分

濃
度
を
高
め
る
藻
塩
法
な
ど
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。煎

熬
工
程
や
焼
塩
工
程
で
は
、
鹹
水
の
煮
沸
や
粗
塩
の

再
加
熱
に
製
塩
土
器
と
よ
ば
れ
る
塩
づ
く
り
用
の
土
器
を

使
用
す
る
が
、
後
に
は
煎
熬
工
程
に
鉄
製
の
塩
釜
を
使
用

す
る
方
法
へ
と
進
歩
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
煎
熬
過
程
で

用
い
ら
れ
る
製
塩
土
器
は
一
度
き
り
の
使
用
で
破
棄
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
煎
熬
作
業
を
行
っ
た
場
所

(

製
塩
遺
跡)

で
は
、
壊
れ
て
破
棄
さ
れ
た
製
塩
土
器
が
大
量
に
発
見
さ
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れ
る
。

日
本
列
島
に
お
け
る
最
古
の
土
器
製
塩
は
、
縄
文
時
代

に
遡
る
。
関
東
地
方
の
茨
城
県
霞
ヶ
浦
周
辺
や
東
北
地
方

の
宮
城
県
松
島
湾
周
辺
で
、
縄
文
時
代
後
期
〜
晩
期
に
営

ま
れ
た
製
塩
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
で

の
土
器
製
塩
は
そ
の
後
の
時
代
に
継
続
し
な
い
。
一
方
、

西
日
本
に
お
け
る
土
器
製
塩
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
、

備
讃
瀬
戸
と
よ
ば
れ
る
岡
山
県
と
香
川
県
の
沿
岸
部
や
島

嶼
部
で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
大
阪
湾
沿
岸
や
西
日
本
各
地

に
広
が
る
こ
と
と
な
る
。
淡
路
島
の
土
器
製
塩
も
そ
の
系

譜
の
中
で
営
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
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淡
路
島
の
土
器
製
塩
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
前
に
、
島

内
の
土
器
製
塩
研
究
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

淡
路
島
で
最
初
に
発
見
さ
れ
た
製
塩
遺
跡
は
、
一
九
六

一
年
に
発
見
さ
れ
た
高
崎
遺
跡
と
さ
れ
て
い
る

(

１)

。
一
九
六

六
年
、
そ
の
後
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
を
加
え
た
六
遺
跡
の

資
料
を
、
石
部
正
志
、
白
石
太
一
郎
ら
が
調
査
。
石
部
正

志
は
、
島
内
の
製
塩
土
器
を
Ⅰ
類
か
ら
Ⅲ
類
に
分
類
し
、

そ
の
特
徴
と
時
期
を
考
察
し
た

(

２)

。
一
九
七
〇
年
に
は
岡
本

稔
が
石
部
の
分
類
に
基
づ
き
、
一
一
か
所
に
増
え
た
遺
跡

で
出
土
す
る
製
塩
土
器
を
分
類
す
る
と
と
も
に
、
各
遺
跡

の
状
況
を
詳
し
く
報
告
し
て
い
る

(

３)

。

一
九
七
三
年
に
は
、
製
塩
遺
跡
と
し
て
は
島
内
で
初
め

て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
重
要
な
遺
跡
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
山
下
町
居
屋
敷
遺
跡
と
旧
城
内
遺
跡
で

あ
る
。
一
九
七
四
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
山
下
町
居

屋
敷
遺
跡
の
報
告
書
で
は
、
田
村
昭
治
が
石
部
の
分
類
に

一
部
修
正
を
加
え
、
島
内
一
九
遺
跡
の
製
塩
土
器
を
七
型

式
に
分
類
。
伴
出
す
る
遺
物
や
他
地
域
の
例
を
参
考
に
淡

路
島
の
製
塩
土
器
編
年
を
試
み
て
い
る

(

４)

。

一
九
七
四
年
に
は
、
淡
路
考
古
学
研
究
会
が
中
心
と
な
っ

て
沼
島
の
考
古
学
的
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、

製
塩
遺
跡
の
確
認
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
脚
台
式

と
厚
手
丸
底
式
の
製
塩
土
器
が
採
集
さ
れ
、
ノ
ダ
ラ
の
浜

で
六
世
紀
後
半
の
須
恵
器
が
出
土
す
る
土
層
が
確
認
さ
れ

た
。
淡
路
島
の
南
東
海
上
に
浮
か
ぶ
周
囲
約
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
島
は
、
多
く
の
お
の
こ
ろ
島
伝
承
を
持
ち
、
海
人

族
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
重
要
な
島
で
あ
り
、
そ
の
全

島
を
対
象
と
す
る
調
査
は
、
淡
路
島
の
土
器
製
塩
を
理
解
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す
る
上
に
お
い
て
も
重
要
な
調
査
と
評
価
で
き
る
。

一
九
七
七
年
に
は
近
藤
義
郎
が
来
島
。
島
内
の
製
塩
土

器
を
実
見
し
、
型
式
毎
に
紀
伊
や
和
泉
、
備
讃
瀬
戸
な
ど

周
辺
地
域
と
の
類
似
性
や
相
違
点
を
指
摘
し
て
い
る

(

５)

。
後

に
近
藤
は
著
書
の
中
で
、
淡
路
島
に
お
け
る
土
器
製
塩
の

始
ま
り
を
弥
生
時
代
後
期
と
し
、
製
塩
土
器
の
特
徴
に
つ

い
て
他
地
域
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
淡
路
の
土
器
製
塩

の
特
徴
を
分
析
し
た

(

６)

。

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
淡

路
島
北
部
に
お
い
て
、
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査

が
増
加
し
、
楠
本
塩
入
遺
跡
、
井
上
遺
跡
、
猪
ノ
尻
遺
跡
、

舟
木
遺
跡
な
ど
の
遺
跡
で
製
塩
土
器
が
出
土
す
る
事
例
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
七
九
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま

る
本
四
連
絡
道
路

(

淡
路
縦
貫
道)

建
設
に
伴
う
発
掘
調

査
で
は
、
森
遺
跡
や
谷
町
筋
遺
跡
、
鈩
田
遺
跡
、
雨
流
遺

跡
な
ど
で
、
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
製
塩

土
器
の
出
土
が
相
次
ぐ
な
ど
、
土
器
製
塩
に
関
す
る
資
料

が
全
島
的
に
増
加
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
九
八

三
年
の
旧
城
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
製
塩
場
内
に
築
か

れ
た
箱
式
石
棺
が
確
認
さ
れ
、
製
塩
集
団
の
墳
墓
の
あ
り

方
を
知
る
重
要
な
調
査
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
増
加
し
た
資
料
を
も
と
に
、
島
内
外
の
研
究

者
に
よ
る
土
器
製
塩
研
究
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
九
八
四
年
に
は
櫃
本
誠
一
が
、
淡
路
島
の
製
塩
遺
跡
一

九
か
所
の
資
料
を
分
析
し
、
五
世
紀
中
頃
〜
六
世
紀
初
め
、

六
世
紀
後
半
〜
七
世
紀
前
半
に
遺
跡
数
が
増
加
す
る
こ
と

に
着
目
し
、
淡
路
島
の
土
器
製
塩
に
二
つ
の
画
期
が
存
在

す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(

７)

。
一
九
八
七
年
に
は
、
浦
上

雅
史
が
島
内
二
七
か
所
の
製
塩
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
遺
物

を
分
析
。
淡
路
島
に
お
け
る
土
器
製
塩
の
開
始
期
を
弥
生

時
代
後
期
と
し
、
飯
蛸
壺
の
出
現
期
と
の
重
な
り
を
指
摘

す
る
と
と
も
に
、
古
墳
時
代
後
期
に
あ
る
土
器
製
塩
の
拡

大
期
を
労
働
形
態
の
変
化
が
背
景
に
あ
る
と
す
る
な
ど
、

土
器
製
塩
を
漁
撈
活
動
と
の
関
係
性
の
中
で
評
価
す
る
視

点
を
提
示
し
た

(

８)

。
さ
ら
に
浦
上
は
、
一
九
九
三
年
に
島
内

で
製
塩
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
三
一
か
所
の
資
料
を
分
析

し
、
脚
台
式
を
三
型
式
、
丸
底
式
を
四
型
式
の
都
合
七
型

式
に
分
類
し
た
う
え
で
島
内
の
製
塩
土
器
編
年
案
を
提
示

し
た
。
そ
の
中
で
は
、
丸
底
Ⅳ
式
は
焼
塩
専
用
土
器
と
し
、

胎
土
に
籾
殻
を
含
む
土
器
や
内
面
に
布
目
圧
痕
を
有
す
る

も
の
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
そ
れ
ら
が
淡
路
島
の
製

塩
土
器
の
特
長
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘

(

９)

。
積
山
洋
も
律
令
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期
に
お
け
る
消
費
地
と
生
産
地
出
土
の
製
塩
土
器
を
比
較

し
、
胎
土
に
籾
殻
を
含
む
土
器
が
淡
路
産
の
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
指
摘
し
た

(

�)

。
一
九
九
四
年
に
は
、
近
藤
義
郎
編

纂
の

『
日
本
土
器
製
塩
研
究』

で
、
岡
本
稔
・
波
毛
康
宏

が
島
内
の
製
塩
遺
跡
二
八
か
所
の
資
料
を
用
い
、
そ
の
型

式
の
変
遷
を
提
示
し
た
。
土
器
製
塩
研
究
の
集
大
成
と
も

い
え
る
書
籍
の
中
で
の
論
考
は
、
淡
路
島
の
土
器
製
塩
を

列
島
各
地
の
土
器
製
塩
の
中
で
位
置
づ
け
、
評
価
で
き
る

契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た

(
�)
。

一
九
九
〇
年
代
は
、
重
要
な
発
見
や
調
査
が
相
次
ぎ
、

日
本
の
土
器
製
塩
研
究
が
大
き
く
進
歩
し
た
一
〇
年
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
重
要
な
位
置
づ

け
と
な
る
調
査
が
淡
路
島
内
で
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
つ

が
、
一
九
九
五
年
に
実
施
さ
れ
た
貴
船
神
社
遺
跡
の
発
掘

調
査
で
あ
る
。
北
淡
町
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
調
査
で

は
、
古
墳
時
代
後
期
の
石
敷
炉
が
確
認
さ
れ
た
。
兵
庫
県

下
で
初
め
て
と
な
る
製
塩
炉
は
、
土
器
製
塩
の
実
態
を
知

る
資
料
と
し
て
重
要
な
発
見
で
あ
っ
た
。
な
お
、
同
年
、

兵
庫
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
発
掘
調
査
で
も
多
数
の

製
塩
炉
が
発
見
さ
れ
、
奈
良
時
代
ま
で
継
続
す
る
大
規
模

な
製
塩
遺
跡
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
が
、
一
九
九
七
年
に
実
施
さ
れ
た
引
野
遺
跡

の
発
掘
調
査
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
製
塩
土
器
の
形

態
が
脚
台
式
か
ら
丸
底
式
へ
と
変
化
し
て
い
く
様
子
が
層

位
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
土
器
製
塩
研
究
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
で
あ
っ
た
古
墳
時
代
中
期
に
お
け
る
丸
底
式
製
塩
土

器
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
画
期
的
な
調
査
と
な
っ

た
。
折
し
も
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て

行
わ
れ
た
西
庄
遺
跡

(

和
歌
山
県)

の
調
査
で
、
丸
底
式

製
塩
土
器
初
期
段
階
の
石
敷
炉
が
多
数
発
見
さ
れ
る
と
い
っ

た
重
要
な
成
果
も
重
な
り
、
大
阪
湾
岸
を
中
心
と
し
た
調

査
成
果
が
先
導
す
る
形
で
、
わ
が
国
の
土
器
製
塩
研
究
が

大
き
く
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
九
〇
か
ら
一
九
九
二
年
の
三
カ
年
に
わ
た
り
、
兵

庫
県
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
製
塩
遺
跡

分
布
調
査
は
、
開
発
事
業
が
増
加
す
る
状
況
の
中
で
、
製

塩
遺
跡
の
分
布
状
況
を
洗
い
直
し
、
土
器
製
塩
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
製
塩
遺
跡
の
保
護
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
浜
田

遺
跡
の
確
認
調
査
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
貴
船
神
社
遺
跡
な

ど
、
そ
の
後
の
土
器
製
塩
研
究
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

遺
跡
が
新
た
に
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
淡
路
島
の
土
器
製
塩
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研
究
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
一
九
九
三
年
の
岩
谷
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
は
淡
路
島
の
南
端
部
で
製
塩
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、

一
九
九
五
年
の
釜
口
浜
田
遺
跡
で
は
製
塩
土
器
の
使
用
年

代
を
想
定
で
き
る
土
師
器
を
伴
い
、
原
形
に
復
元
で
き
る

脚
台
Ⅲ
式
製
塩
土
器
が
出
土
。
一
九
九
六
、
九
七
年
の
並

松
遺
跡
で
は
、
木
簡
に
み
る
古
代
来
馬
郷
と
の
関
係
が
想

定
で
き
る
律
令
期
の
製
塩
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
重

要
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
九
九
五
年
に
は

｢

塩
の
会｣

の
例
会
が
淡
路
島
で
開
催
さ
れ
、
島
内
の
製
塩
土
器
や
製

塩
遺
跡
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
、
一

九
九
七
年
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

製
塩
土
器
の
諸
問
題

古
代
に
お
け
る
塩
の
生
産
と
流
通｣

に
お
い
て
も
取
り
上

げ
ら
れ
論
議
さ
れ
る

(

�)

な
ど
、
重
要
遺
跡
の
発
掘
調
査
と
そ

れ
に
伴
い
増
加
し
た
資
料
を
も
と
に
し
た
淡
路
島
の
土
器

製
塩
研
究
は
一
定
の
到
達
点
を
み
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
考
古
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
以
外
に
も
、
淡

路
島
の
土
器
製
塩
に
対
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一

九
八
〇
年
に
岡
本
稔
が
記
し
た

｢

藻
塩
幻
想

(

�)｣

は
、『

日

本
書
紀』

に
登
場
す
る
海
人
と
土
器
製
塩
と
の
関
係
に
着

目
し
、
製
塩
実
験
を
と
お
し
た
自
身
の
体
験
を
も
と
に
、

｢

国
生
み
神
話｣

の
成
立
に
関
す
る
和
歌
森
太
郎
や
岡
田

精
司
の
説

(

�)

を
淡
路
島
の
製
塩
遺
跡
や
遺
物
か
ら
説
明
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
武
田
信
一
は
、『

日
本

書
紀』

『

万
葉
集』

『

日
本
霊
異
記』

『

延
喜
式』

な
ど
の

文
献
か
ら
、
土
器
製
塩
を
と
お
し
て
王
権
と
の
つ
な
が
り

を
強
固
な
も
の
と
し
た
淡
路
の
海
人
に
つ
い
て
考
察
し
た

(

�)

ほ
か
、｢

淡
路
国
正
税
帳｣

の
分
析
か
ら
、
淡
路
国
か
ら

の
貢
納
物
は
宍
以
外
で
は
塩
を
は
じ
め
と
す
る
海
産
物
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
を
論
じ
る

(

�)

な
ど
、
文
献
か
ら
淡
路
島

の
土
器
製
塩
に
迫
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
淡
路
島
の
土
器
製
塩
研
究
に
お
い
て
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
が
製
塩
実
験
を
と
お
し
た
研
究
で
あ
る
。

そ
れ
を
主
導
し
た
岡
本
稔
の
実
験
は
、
採
鹹
、
煎
熬
、
焼

塩
の
各
工
程
に
つ
い
て
、
製
塩
遺
跡
で
検
出
さ
れ
る
遺
物

や
遺
構
か
ら
導
か
れ
た
仮
説
に
対
す
る
検
証
を
行
い
、
土

器
製
塩
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
し
た
も
の

(

�)

で
あ
り
、
土
器
製

塩
研
究
に
重
要
な
視
座
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
も
、
富
島
遺
跡
や
畑
田
遺
跡
で
脚
台

Ⅰ
式
製
塩
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
調
査
や
平
城
宮
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出
土
木
簡
に
み
ら
れ
る
阿
万
郷
に
関
係
す
る
律
令
期
の
製

塩
遺
跡
で
あ
る
九
蔵
遺
跡
の
調
査
な
ど
、
重
要
な
調
査
が

行
わ
れ
、
土
器
製
塩
に
関
す
る
良
好
な
資
料
が
増
え
て
い

る
も
の
の
、
増
加
し
た
資
料
の
集
成
作
業
な
ど
も
行
え
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
調
査
研

究
の
進
展
が
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

(

１)

淡
路
島
の
製
塩
遺
跡

現
在
、
淡
路
島
内
で
製
塩
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
の
数

は
、
九
〇
か
所
を
超
え
る
。
そ
の
内
、
遺
跡
の
立
地
や
製

塩
土
器
の
出
土
状
況
な
ど
か
ら
、
生
産
を
行
っ
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
遺
跡
は
三
四
遺
跡
で
あ
る
。(

表

１)

そ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
製
塩
遺
跡
は
、
い
ず
れ
も
海
岸
沿

い
に
立
地
し
て
お
り
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
製
塩
遺
跡

で
は
、
製
塩
作
業
に
使
用
さ
れ
廃
棄
さ
れ
た
製
塩
土
器
が

大
量
に
出
土
す
る
。

(

２)

淡
路
島
の
製
塩
土
器
編
年

淡
路
島
の
製
塩
土
器
編
年
は
、
広
瀬
和
雄
が
提
唱
し
た

― 8―
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大
阪
湾
岸
の
土
器
編
年

(

�)

を
も
と
に
、
一
九
九
三
年
に
浦
上

が
提
唱
し
た
編
年
案
が
あ
る

(

�)

。
そ
れ
は
、
脚
台
付
の
も
の

を
Ⅰ
式
〜
Ⅲ
式
、
丸
底
の
も
の
を
Ⅰ
式
〜
Ⅳ
式
の
七
型
式

に
分
類
し
、
脚
台
Ⅰ
式
は
弥
生
時
代
後
期
後
半
か
ら
庄
内

式
期
、
脚
台
Ⅱ
式
は
庄
内
式
期
、
脚
台
Ⅲ
式
は
布
留
式
期
、

丸
底
Ⅰ
式
は
五
世
紀
後
半
を
中
心
と
し
た
時
期
、
丸
底
Ⅱ

式
は
六
世
紀
代
、
丸
底
Ⅲ
式
は
七
世
紀
代
、
丸
底
Ⅳ
式
は

八
世
紀
以
降
の
年
代
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

広
瀬
編
年
の
脚
台
Ⅳ
式
に
相
当
す
る
資
料
が
引
野
遺
跡
で

確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
脚
台
Ⅳ
式
と
し
て
丸
底

Ⅰ
式
の
前
段
階
に
位
置
づ
け
、
都
合
八
型
式
の
土
器
編
年

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
型
式
分
類
と
土
器
編
年
は
、
脚
台
式
か
ら
丸
底
式

へ
と
い
う
型
式
変
化
の
大
き
な
流
れ
と
そ
れ
ら
が
使
用
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
時
期
に
大
き
な
齟
齬
は
無
い
が
、
そ
の
後

の
資
料
の
増
加
と
と
も
に
、
こ
の
中
で
は
分
類
し
き
れ
な

い
型
式
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
同
時
に
複
数
の
型
式
が
存

在
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

大
阪
湾
岸
の
土
器
製
塩
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
積
山
が
指

摘
し
た

(

�)

よ
う
に
、
淡
路
島
に
お
い
て
も
も
う
少
し
複
雑
な

あ
り
方
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
多
様
な
製
塩
土
器
を

総
合
的
に
把
握
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、

資
料
の
集
成
作
業
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
段
階
に
お
い
て

は
、
現
在
の
八
型
式
分
類
と
編
年

(

図
２
参
照)

を
も
と

に
、
増
加
し
た
資
料
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
型
式
毎
に
淡

路
島
の
土
器
製
塩
の
展
開
に
つ
い
て
叙
述
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�

(

１)

脚
台
式
段
階
の
土
器
製
塩

①

脚
台
Ⅰ
式

淡
路
島
で
発
見
さ
れ
て
い
る
製
塩
土
器
の
内
、
最
も
古

い
型
式
は
脚
台
Ⅰ
式
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
淡
路
島
の

土
器
製
塩
開
始
時
期
に
関
わ
る
大
事
な
型
式
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
島
内
九
遺
跡
で
の
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
、
製
塩
遺
跡
は
六
遺
跡
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
体
部
は
破
損
し
て
残
っ
て
お
ら
ず
、
脚
台

部
だ
け
が
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
体
の
器
形
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
脚
台
部
に
よ
る
分
類
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
型
式
で
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あ
る
。
な
お
、
こ
の
段
階
の
土
器
外
面
に
は
叩
き
成
形
痕

が
認
め
ら
れ
、
大
阪
湾
岸
の
製
塩
土
器
に
共
通
す
る
特
徴

を
持
つ
。

こ
の
型
式
は
、
脚
部
が
丈
高
で
あ
る
点
を
特
徴
と
す
る

が
、
底
部
の
厚
み
が
薄
く
、
裾
が
ハ
の
字
形
に
開
く
タ
イ

プ

(

Ⅰ
―

Ａ)
と
円
柱
形
の
脚
柱
部
か
ら
裾
が
大
き
く
開

く
タ
イ
プ

(

Ⅰ
―

Ｂ)
が
認
め
ら
れ
る
。
前
者
に
は
、
脚

の
開
き
に
差
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
後
者
に
は
裾

の
開
き
が
内
湾
す
る
も
の
と
外
反
す
る
の
も
の
、
開
き
が

弱
く
直
線
的
な
裾
部
に
な
る
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
Ⅰ
―

Ａ
を
代
表
す
る
も

の
と
し
て
、
伊
毘
遺
跡
や
名
子
の
浜
遺
跡
の
資
料
が
あ
る
。

一
方
、
Ⅰ
―

Ｂ
の
資
料
と
し
て
は
、
旧
城
内
遺
跡
、
富
島

遺
跡
、
畑
田
遺
跡
な
ど
の
資
料
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
型
式
の
土
器
が
使
用
さ
れ
た
時
期
は
、
型
式
変
化

の
位
置
づ
け
や
製
作
技
法
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
積
山
編
年

(
�)

の
大
阪
湾
Ⅰ
―

１
式
に
併
行
す
る
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
型
式
の
標
識
と
さ
れ
て
い
る
下
田
遺
跡

(

大
阪
府
堺

市)

小
島
北
磯
遺
跡

(

大
阪
府
岬
町)

の
資
料
に
は
、
弥

生
時
代
後
期
後
半
第
１
小
様
式
か
ら
第
２
小
様
式
が
あ
て

ら
れ
て
お
り

(

�)

、
こ
れ
ら
の
遺
跡
で
は
後
期
後
半
当
初
段
階

で
の
土
器
製
塩
の
始
ま
り
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

大
阪
府
の
土
器
に
比
べ
、
淡
路
島
の
脚
台
Ⅰ
式
土
器
は
、

脚
の
高
さ
が
低
く
、
全
体
的
に
小
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

淡
路
島
の
地
域
色
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
一
方
、
次
段
階

の
脚
台
Ⅱ
式
に
近
づ
い
た
型
式
変
化
と
み
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
仮
に
後
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
在
確
認
さ
れ

て
い
る
淡
路
島
の
最
古
段
階
の
土
器
製
塩
は
、
後
期
後
半

の
中
葉
以
降
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の

時
期
を
決
定
し
う
る
良
好
な
資
料
が
無
い
現
状
に
お
い
て

は
、
双
方
の
可
能
性
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
今
後
、

下
田
遺
跡
や
小
島
北
磯
遺
跡
に
類
似
す
る
土
器
の
有
無
や

淡
路
島
の
脚
台
Ⅰ
式
に
類
似
す
る
土
器
の
島
外
で
の
あ
り

方
な
ど
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
当
該
型
式
の
製
塩
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
の
数

及
び
土
器
量
は
少
な
い
が
、
そ
の
分
布
は
島
の
北
部
、
中

部
、
南
部
と
全
島
的
な
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
こ
の
段
階

に
お
け
る
土
器
製
塩
が
す
で
に
島
内
各
地
で
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

②

脚
第
Ⅱ
式

脚
台
Ⅱ
式
製
塩
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
の
数
は
一
九
遺

跡
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
製
塩
遺
跡
は
一
三
遺
跡
で
あ
る
。
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伊
毘
遺
跡
を
除
く
脚
台
Ⅰ
式
が
使
用
さ
れ
た
各
遺
跡
で
確

認
さ
れ
て
お
り
、
出
土
す
る
土
器
量
も
増
加
す
る
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
島
内
の
土
器
製
塩
が
順
調
に
発

展
し
、
定
着
し
て
い
く
段
階
と
考
え
ら
れ
る
。

脚
台
Ⅱ
式
土
器
は
、
低
い
脚
台
か
ら
急
角
度
で
立
ち
上

が
る
細
身
の
体
部
で
、
上
端
が
開
き
気
味
の
メ
ス
シ
リ
ン

ダ
ー
の
よ
う
な
形
の
土
器
で
あ
る
。
今
出
川
遺
跡
の
資
料

に
代
表
さ
れ
る
体
部
が
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
土
器

(

Ⅱ
―

Ａ)

が
大
半
で
あ
る
が
、
貴
船
神
遺
跡
社
出
土
土
器
に
あ

る
よ
う
に
、
や
や
内
湾
気
味
に
立
ち
上
が
る
形
態

(

Ⅱ
―

Ｂ)

も
み
ら
れ
、
後
者
は
次
段
階
の
脚
第
Ⅲ
式
へ
変
化
す

る
過
渡
期
の
器
形
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
脚
部
も
、
上

げ
底
に
な
る
も
の
や
平
底
の
も
の
、
外
面
に
指
頭
痕
が
明

瞭
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
舟
木
遺
跡
で
は
、
脚
台
Ⅲ
式
の

特
徴
を
持
つ
製
塩
土
器
が
伴
出
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
の

土
器
製
塩
は
多
様
な
型
式
の
製
塩
土
器
が
併
存
す
る
可
能

性
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
土
器
が
使
用
さ
れ
た
時
期
は
、
舟
木
遺
跡
の

出
土
例
か
ら
、
庄
内
式
期
第
２
段
階
を
一
つ
の
定
点
と
し

て
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
庄
内
式
期
を
中
心
と
す
る
時
期

の
型
式
で
あ
る
。

こ
の
段
階
の
遺
跡
は
、
貴
船
神
社
遺
跡
や
富
島
遺
跡
、

畑
田
遺
跡
、
旧
城
内
遺
跡
な
ど
、
次
段
階
以
降
に
も
島
内

で
土
器
製
塩
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
遺
跡
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
淡
路
島
の
土
器
製
塩
が
本
格
化
す
る
段
階
と
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
段
階
の
製
塩
遺
跡
の

分
布
は
、
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る
洲
本
市
域
以
北
に
偏

る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

一
方
で
、
舟
木
遺
跡
や
大
坂
遺
跡
、
行
免
形
遺
跡
な
ど
、

弥
生
時
代
後
期
に
島
北
部
で
急
増
す
る
山
間
地
の
集
落
で

も
出
土
す
る
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
は
、
庄
内

式
期
に
急
速
に
衰
退
し
、
布
留
式
期
に
は
全
く
姿
を
消
し

て
し
ま
う
遺
跡
群
で
あ
る
。
庄
内
式
期
に
活
動
が
本
格
化

す
る
製
塩
遺
跡
の
分
布
域
が
島
北
部
に
偏
る
傾
向
が
み
ら

れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
山
間
地
の
遺
跡
群
が
姿
を
消
す
背

景
に
土
器
製
塩
の
本
格
化
と
い
っ
た
動
き
が
関
係
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
今
後
注
視
す
る
課
題
で
も
あ
る
。

③

脚
台
Ⅲ
式

脚
台
Ⅲ
式
製
塩
土
器
を
使
用
す
る
段
階
で
は
、
前
段
階

で
み
ら
れ
た
様
な
器
種
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
少
な
く
な

り
、
脚
台
Ⅲ
式
土
器
に
単
純
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
点
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は
、
大
阪
湾
岸
と
同
様
の
傾
向
と
い
え
る
。
本
型
式
が
出

土
す
る
遺
跡
数
は
二
一
遺
跡
と
増
加
す
る
が
、
そ
の
内
、

製
塩
遺
跡
は
一
四
遺
跡
と
そ
の
数
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
内
陸
部
で
塩
を
消
費
し
た
遺
跡
で
の
出
土

例
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
下
内

膳
遺
跡
や
幡
多
遺
跡
、
谷
町
筋
遺
跡
な
ど
平
野
部
で
の
出

土
は
、
塩
の
流
通
量
の
拡
大
を
想
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
型
式
の
製
塩
土
器
は
、
釜
口
浜
田
遺
跡
で
出
土
し

た
完
形
の
土
器
が
指
標
と
な
る
。
脚
台
は
、
Ⅱ
式
に
比
べ

小
さ
く
な
り
、
丸
み
を
帯
び
た
体
部
が
乗
る
。
足
の
短
い

ブ
ラ
ン
デ
ー
グ
ラ
ス
の
よ
う
な
形
態
で
あ
る
。
丸
み
を
帯

び
た
体
部
は
、
容
量
が
増
加
し
、
一
回
あ
た
り
に
煮
沸
で

き
る
鹹
水
の
量
も
増
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
塩
の
量

産
化
に
向
け
た
変
化
と
い
え
よ
う
。

こ
の
型
式
に
は
、
釜
口
浜
田
遺
跡
や
舟
木
遺
跡
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
底
部
が
厚
く

(

脚
が
高
く
な
る)

、
体

部
が
斜
め
上
方
に
開
く
タ
イ
プ

(

Ⅲ
―

Ａ)

と
、
引
野
遺

跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
底
部
が
薄
く

(

脚
が
低
く
な
る)

、

体
部
が
横
方
向
へ
大
き
く
開
い
た
後
に
上
方
へ
立
ち
上
が

る
タ
イ
プ

(

Ⅲ
―

Ｂ)

が
存
在
す
る
。
な
お
、
こ
の
型
式

の
土
器
に
酷
似
す
る
脚
台
部
を
有
す
る
鉢
が
舟
木
遺
跡
な

ど
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
脚
台
部
を
対
象
と
し
た
製
塩
土

器
の
認
識
に
は
注
意
を
要
す
る
型
式
で
あ
る
。

Ⅲ
―

Ａ
の
土
器
は
、
舟
木
遺
跡
で
庄
内
式
２
〜
３
段
階

の
土
器
が
伴
っ
て
お
り
、
釜
口
浜
田
遺
跡
で
は
布
留
０
式

段
階
の
土
器
が
伴
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
庄
内
式

後
半
段
階
に
は
使
用
が
始
ま
る
土
器
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
Ⅲ
―

Ｂ
の
土
器
は
、
引
野
遺
跡
で
布
留
式
の
新
し
い

段
階
で
の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
脚
台
Ⅲ
式
土
器
は
、
Ⅲ
―

Ａ
か
ら
Ⅲ
―

Ｂ
へ
と
時
間
の

経
過
と
と
も
に
形
態
が
変
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
Ⅲ
―

Ａ
に
比
べ
Ⅲ
―

Ｂ
の
体
部
は
下
膨
れ
と
な
り
、

底
部
か
ら
の
熱
が
効
率
的
に
内
部
の
鹹
水
に
伝
わ
る
と
と

も
に
、
容
器
下
方
に
重
心
を
持
つ
器
形
は
安
定
性
を
増
し

た
も
の
と
想
像
で
き
る
。
海
水
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
る

容
量
も
増
加
し
た
器
形
は
、
丸
底
の
形
態
に
近
づ
い
た
変

化
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

庄
内
式
後
半
段
階
か
ら
布
留
式
の
新
し
い
段
階
ま
で
、

比
較
的
長
い
期
間
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
本
型
式
は
、

脚
台
Ⅰ
式
か
ら
Ⅱ
式
に
か
け
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た

製
塩
技
術
が
一
定
の
段
階
ま
で
到
達
し
、
安
定
し
た
製
塩

が
行
わ
れ
た
期
間
の
土
器
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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そ
の
中
で
存
在
す
る
型
式
の
変
化
は
、
塩
の
量
産
化
要
求

に
応
じ
た
形
態
の
変
化
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
脚
台
Ⅲ
式
に
伴
う
炉
跡
が
引
野
遺
跡
で
発
見
さ

れ
て
い
る
が
、
砂
浜
を
掘
り
く
ぼ
め
た
地
床
炉
が
使
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
の
炉
の
構
造
は
、
地
床
炉
が
主

体
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④

脚
台
Ⅳ
式

こ
の
型
式
は
、
脚
台
式
か
ら
丸
底
式
へ
と
製
塩
土
器
の

形
態
が
変
化
す
る
過
渡
期
の
型
式
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土

す
る
遺
跡
数
も
六
遺
跡
、
製
塩
遺
跡
で
は
五
遺
跡
と
極
限

ら
れ
た
遺
跡
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、

一
定
量
の
土
器
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
が
引
野
遺
跡
で
あ

る
。こ

の
型
式
の
製
塩
土
器
は
、
脚
台
Ⅲ
式
の
形
態
を
引
き

継
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
脚
部
を
含
め
て
器
形
全
体
が
小
形

化
し
た
も
の
と
な
る
。
引
野
遺
跡
で
は
、
脚
台
が
次
第
に

縮
小
し
、
脚
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
痕
跡
器
官
へ
と
変

化
す
る
過
程
が
、
Ⅳ
―

ａ
か
ら
Ⅳ
―

ｄ
の
四
段
階
に
細
分
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
丸
底
式
製
塩
土
器
が
成
立
す
る
こ

と
が
層
位
的
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
変
化
は
、
短
期
間
に
進
行
し
た
可
能
性
が
高
く
、

引
野
遺
跡
で
は
四
世
紀
末
〜
五
世
紀
初
頭
の
時
期
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
引
野
遺
跡
で
は
、
下
層
で
確
認
さ

れ
て
い
る
脚
台
Ⅲ
式
段
階
の
製
塩
土
器
の
出
土
量
に
比
べ
、

脚
台
Ⅳ
式
段
階
の
土
器
量
が
格
段
に
増
加
す
る
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
型
式
の
丸
底
式
成
立
段
階
に
向

け
て
、
よ
り
一
層
の
量
産
化
が
求
め
ら
れ
た
段
階
と
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

２)

丸
底
式
段
階
の
土
器
製
塩

①

丸
底
Ⅰ
式

脚
台
式
か
ら
丸
底
式
へ
の
型
式
変
化
は
、
土
器
製
塩
に

お
け
る
一
大
画
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
引

野
遺
跡
で
は
、
脚
台
Ⅳ
式
の
型
式
変
化
の
末
に
丸
底
式
製

塩
土
器
が
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
段
階
の
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
数
は
、
一
五
遺
跡

で
、
そ
の
内
、
製
塩
遺
跡
は
九
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
型
式

も
、
内
陸
部
で
出
土
す
る
事
例
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。

こ
の
型
式
は
、
器
壁
の
厚
さ
が
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後

と
極
め
て
薄
く
、
コ
ッ
プ
形
を
呈
す
る
土
器
で
、
前
段
階

ま
で
底
部
に
認
め
ら
れ
た
脚
台
部
が
消
滅
し
、
丸
底
と
な
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る
型
式
で
あ
る
。
引
野
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
口
径
が

約
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
器
高
が
約
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
前
後
の
土
器

(

Ⅰ
―

Ａ)

と
、
雨
流
遺
跡
で
確
認
さ

れ
て
い
る
口
径
が
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
弱
の
も
の

(

Ⅰ
―

Ｂ)

が
存
在
す
る
。
前
者
に
は
、
引
野
遺
跡
の
砂
粒
を
ほ

と
ん
ど
含
ま
な
い
精
良
な
胎
土
の
も
の
と
、
貴
船
神
社
遺

跡
の
資
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
細
か
な
砂
粒
を
含
み
、
ざ

ら
つ
い
た
感
じ
が
す
る
胎
土
の
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
後
者

に
は
須
恵
器
の
よ
う
に
硬
く
焼
け
締
ま
る
も
の
が
あ
る
な

ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
引
野
遺
跡
の
丸
底
式
土
器
(
Ⅰ
―

Ａ)

の
底
部

外
面
は
、
丸
く
並
ぶ
指
頭
痕
の
中
央
部
が
僅
か
に
隆
起
し

て
お
り
、
脚
台
の
痕
跡
器
官
に
み
え
る
。
こ
の
底
部
の
形

態
は
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
丸
底
式
土
器
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
脚
台
Ⅳ
式
か
ら
連
続
す
る
丸
底
式
土
器

の
成
立
過
程
か
ら
、
Ⅰ
―

Ａ
は
五
世
紀
初
頭
に
は
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
五
世
紀
中
葉
か
ら
増
加
す

る
Ⅰ
―

Ｂ
に
先
行
す
る
型
式
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
段
階
の
製
塩
炉
は
、
引
き
続
き
地
床
炉
の

形
態
を
取
っ
て
お
り
、
紀
伊
で
Ⅰ
―

Ｂ
段
階
に
使
用
が
始

ま
る
石
敷
炉
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
脚
台
Ⅲ
式

段
階
に
比
べ
大
型
化
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

薄
く
、
小
形
化
し
た
丸
底
式
製
塩
土
器
の
使
用
は
、
熱

効
率
が
向
上
し
た
薄
手
丸
底
土
器
を
使
用
し
、
一
回
当
た

り
の
操
業
時
間
の
短
縮
、
回
転
率
の
向
上
に
よ
る
塩
の
大

量
生
産
を
目
指
し
た
技
術
革
新
と
と
ら
え
ら
れ
て
お
り

(

�)

、

製
塩
炉
の
大
型
化
も
、
そ
れ
に
伴
う
変
化
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
土
器
製
塩
の
一
大
画
期
の

中
に
淡
路
島
の
製
塩
集
団
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
大
量
生
産
が
求
め
ら
れ

る
社
会
的
背
景
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②

丸
底
Ⅱ
式

小
さ
な
浅
い
椀
型
を
呈
す
る
土
器
で
、
楠
本
塩
入
遺
跡

や
旧
城
内
遺
跡
な
ど
で
出
土
し
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
型

式
の
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
は
一
五
遺
跡
確
認
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
、
製
塩
遺
跡
と
し
て
は
一
〇
遺
跡
で
あ
る
。

こ
の
型
式
は
、
口
径
が
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
満
た

ず
、
深
さ
も
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
さ
な
椀
型

を
呈
す
る
土
器
で
あ
る
。
旧
城
内
遺
跡
の
資
料
に
あ
る
よ

う
に
内
面
に
貝
殻
条
痕
を
持
つ
も
の

(

Ⅱ
―

Ａ)

と
楠
本

塩
入
遺
跡
な
ど
に
み
ら
れ
る
内
面
が
ナ
デ
調
整
の
も
の

(

Ⅱ
―

Ｂ)
が
存
在
す
る
。
Ⅱ
―

Ａ
は
、
西
庄
遺
跡
な
ど
で
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多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
土
器
で
あ
る
が
、
旧
城
内
遺
跡
な

ど
限
ら
れ
た
遺
跡
の
資
料
以
外
に
出
土
例
は
少
な
く
、
島

内
で
は
、
Ⅱ
―

Ｂ
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

西
庄
遺
跡
で
の
Ⅱ
―

Ａ
は
、
丸
底
式
の
Ⅰ
―

Ａ
が
姿
を
消

し
た
後
、
Ⅰ
―

Ｂ
と
と
も
に
最
盛
期
を
迎
え
る

(

�)

五
世
紀
中

葉
か
ら
後
半
の
製
塩
を
担
う
土
器
で
あ
る
。
一
方
、
淡
路

島
内
で
分
布
す
る
Ⅱ
―

Ｂ
は
、
使
用
さ
れ
た
時
期
を
特
定

す
る
資
料
に
乏
し
く
、
Ⅱ
―

Ａ
と
同
時
期
に
存
在
す
る
土

器
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
定
か
で
は
な
い
。
製
作
技
法
の

面
か
ら
は
、
次
段
階
に
主
流
と
な
る
丸
底
Ⅲ
式
に
つ
な
が

る
特
徴
を
有
し
て
い
る
点
は
、
西
庄
遺
跡
で
六
世
紀
段
階

に
激
減
し
、
そ
の
後
に
継
続
し
な
い
Ⅱ
―

Ａ
と
は
異
な
る
。

さ
ら
に
、
各
遺
跡
で
の
出
土
数
量
は
少
な
い
も
の
の
、
楠

本
塩
入
遺
跡
や
貴
船
神
社
遺
跡
、、
富
島
遺
跡
、
浜
田
遺

跡
、
旧
城
内
遺
跡
、
山
下
町
居
屋
敷
遺
跡
な
ど
、
次
の
丸

底
Ⅲ
式
段
階
に
大
規
模
化
す
る
製
塩
遺
跡
で
出
土
し
て
い

る
こ
と
も
注
目
し
て
お
き
た
い
型
式
で
あ
る
。

③

丸
底
Ⅲ
式

底
が
丸
い
椀
型
の
製
塩
土
器
で
、
丸
底
Ⅱ
式
を
大
形
化

し
た
形
態
の
土
器
で
あ
る
。
淡
路
島
の
塩
生
産
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
時
期
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
大
規
模
な
製

塩
遺
跡
で
大
量
に
出
土
す
る
型
式
と
い
え
る
。
出
土
す
る

遺
跡
数
は
二
四
遺
跡
で
、
そ
の
内
、
製
塩
遺
跡
は
一
六
遺

跡
を
占
め
て
お
り
、
い
ず
れ
の
数
も
増
加
す
る
。

こ
の
型
式
の
土
器
は
、
大
き
さ
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
。
規
格
的
に
製
作
さ
れ
た
土
器
で
は
な
い
た
め
寸
法

に
基
づ
く
明
確
な
分
類
は
難
し
い
が
、
お
お
む
ね
口
径
が

一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
も
の

(

Ⅲ
―

Ａ)

、
口
径
が

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
も
の

(

Ⅲ
―

Ｂ)

、
口
径
が

二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
も
の

(

Ⅲ
―

Ｃ)

に
分
類

で
き
る
。
口
径
が
大
き
く
な
る
に
従
い
器
壁
の
厚
み
も
増

す
傾
向
に
あ
り
、
Ⅲ
―

Ａ
は
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
Ⅲ
―

Ｂ
は
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
Ⅲ
―

Ｃ
は
八
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
前
後
で
、
Ⅲ
―

Ｃ
に
お
い
て
は
一
セ
ン
チ
近
い
も
の
も

み
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
土
器
の
胎
土
に
は
砂
粒
を

多
く
含
む
粘
土
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、

内
陸
の
遺
跡
で
あ
る
天
神
遺
跡
で
出
土
し
た
製
塩
土
器

(
Ⅲ
―

Ａ)

で
は
、
砂
粒
の
少
な
い
精
製
さ
れ
た
粘
土
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
使
用
す
る
粘
土
の
面
か
ら
も
細
分
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。

製
作
技
法
の
面
で
は
、
粘
土
紐
の
巻
き
上
げ
、
内
面
を

ナ
デ
調
整
し
、
外
面
に
は
多
く
の
指
頭
痕
や
粘
土
紐
の
接
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合
痕
を
残
す
土
器
で
あ
る
。
調
整
は
、
Ⅲ
―

Ａ
か
ら
Ⅲ
―

Ｂ
、

さ
ら
に
Ⅲ
―

Ｃ
へ
と
次
第
に
雑
に
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
、

Ⅲ
―

Ｂ
や
Ⅲ
―

Ｃ
で
は
器
形
に
大
き
な
歪
み
を
持
つ
も
の
も

多
数
み
ら
れ
る
。
製
塩
遺
跡
で
出
土
す
る
土
器
の
量
も
、

Ⅲ
―

Ａ
に
比
べ
Ⅲ
―

Ｂ
、
Ⅲ
―

Ｃ
が
多
く
、
土
器
層
を
形
成

す
る
よ
う
な
出
土
状
況
も
Ⅲ
―

Ｂ
、
Ⅲ
―

Ｃ
に
多
く
み
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
型
式
に
み
ら
れ
る
細

分
型
式
は
、
塩
の
量
産
化
に
向
け
た
土
器
の
大
型
化
の
結

果
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
時
間
の
推
移
と
と
も
に
Ⅲ
―

Ａ
か
ら
Ⅲ
―

Ｂ
、
Ⅲ
―

Ｃ
へ
と
変
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。こ

れ
ら
の
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
は
、
Ⅲ
―

Ａ
、
Ⅲ
―

Ｂ

が
貴
船
神
社
遺
跡
や
楠
本
塩
入
遺
跡
、
畑
田
遺
跡
、
富
島

遺
跡
、
旧
城
内
遺
跡
、
山
下
町
居
屋
敷
遺
跡
な
ど
、
脚
台

式
の
段
階
か
ら
継
続
す
る
遺
跡
を
中
心
と
し
て
多
く
の
製

塩
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
Ⅲ
―

Ｃ
は
そ
れ
以
外
に

も
、
浜
田
遺
跡
や
平
松
遺
跡
な
ど
丸
底
Ⅱ
式
段
階
に
出
現

し
大
規
模
化
す
る
製
塩
遺
跡
で
多
く
を
占
め
る
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
量
産
化
に
向
け
、
新
た
な

生
産
場
を
求
め
た
生
産
域
の
拡
大
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、
貴
船
神
社
遺
跡
で
は
、
こ
の
製
塩
土
器
に
伴
う

石
敷
炉
が
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
炉
の
構
造
面
で
も
量

産
化
に
向
け
た
新
た
な
技
術
の
導
入
が
な
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
丸
底
Ⅲ
式
製
塩
土
器
は
、
淡
路
島
に
お

け
る
塩
の
量
産
化
に
伴
い
使
用
さ
れ
た
土
器
型
式
と
い
え

る
。
丸
底
Ⅲ
式
に
お
け
る
土
器
型
式
の
変
化
や
製
塩
遺
跡

で
出
土
す
る
土
器
量
の
増
加
も
、
大
量
生
産
に
伴
い
大
量

消
費
さ
れ
る
製
塩
土
器
の
使
用
に
応
え
る
た
め
に
生
じ
た

現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
土
器
が
使
用
さ
れ
た
時
期
は
、
六
世
紀
末
か
ら
七

世
紀
が
中
心
と
な
る
こ
と
か
ら
、
淡
路
島
の
土
器
製
塩
が

大
規
模
化
す
る
時
期
も
そ
の
時
期
に
当
た
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

④

丸
底
Ⅳ
式

尖
底
で
砲
弾
型
の
製
塩
土
器
で
、
焼
き
塩
工
程
で
使
用

さ
れ
た
土
器
と
さ
れ
る
。
淡
路
島
内
で
は
、
五
三
遺
跡
で

確
認
さ
れ
て
お
り
、
志
筑
廃
寺
や
田
井
Ａ
遺
跡
、
下
内
膳

遺
跡
や
谷
町
筋
遺
跡
、
木
辺
遺
跡
な
ど
、
内
陸
部
の
遺
跡

か
ら
の
出
土
が
多
い
。
一
方
、
生
産
の
場
で
あ
る
製
塩
遺

跡
で
は
、
並
松
遺
跡
や
貴
船
神
社
遺
跡
、
山
下
町
居
屋
敷
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遺
跡
や
九
蔵
遺
跡
な
ど
一
三
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
土
器
も
、
形
態
に
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
貴
船
神
社
遺
跡
や
志
筑
廃
寺
出
土
の
資
料
に
代

表
さ
れ
る
口
径
が
約
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
口
縁

部
が
内
湾
す
る
、
器
壁
の
厚
さ
が
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後

の
や
や
薄
手
の
土
器

(

Ⅳ
―

Ａ)

と
、
田
井
Ａ
遺
跡
な
ど

の
資
料
に
み
ら
れ
る
口
径
が
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後

で
直
線
的
に
開
く
口
縁
部
を
も
つ
、
厚
さ
が
一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
厚
手
の
土
器

(
Ⅳ
―

Ｂ)

が
存
在
す
る
。

な
お
、
Ⅳ
―

Ａ
は
、
底
が
浅
く
、
小
型
の
志
筑
廃
寺
出
土

土
器
と
、
底
が
深
く
、
容
量
の
増
し
た
貴
船
神
社
出
土
土

器
に
細
分
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

Ⅳ
―

Ａ
は
、
志
筑
廃
寺
の
溝
Ｓ
Ｄ
―

４
２
０
１
出
土
土
器

に
七
世
紀
末
〜
八
世
紀
初
頭
の
時
期
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

貴
船
神
社
遺
跡
の
土
器
は
八
世
紀
代
の
使
用
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
Ⅳ
―

Ｂ
は
田
井
Ａ
遺
跡
の
旧
河
道
１
出

土
の
資
料
に
八
世
紀
末
〜
九
世
紀
初
頭
の
時
期
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
段
階
の
土
器
が
、
内
陸
部
の
遺
跡
で
の
出
土
が
顕

著
で
あ
る
こ
と
は
、
焼
塩
工
程
で
使
用
さ
れ
た
土
器
で
あ

り
、
そ
れ
が
運
搬
容
器
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
特
に
、
官
衙
や
古
代
寺
院
で
の
出
土
が
多

く
み
ら
れ
る
こ
と
や
、
並
松
遺
跡

(

来
馬
郷)

や
九
蔵
遺

跡

(

阿
万
郷)

な
ど
、
平
城
宮
出
土
の
木
簡
に
み
る
郷
と

の
関
係
性
を
想
定
で
き
る
遺
跡
で
の
あ
り
方
は
、
律
令
期

に
お
け
る
塩
の
流
通
を
知
る
上
で
も
、
重
要
な
土
器
と
考

え
ら
れ
る
。

�
�
�
�

現
在
、
島
内
の
最
古
型
式
と
い
え
る
脚
台
Ⅰ
式
土
器
は
、

弥
生
時
代
後
期
後
半
段
階
に
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、

こ
の
型
式
の
土
器
が
大
阪
湾
岸
で
確
認
さ
れ
て
い
る
最
古

段
階
の
型
式
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
こ
の
こ

と
は
、
淡
路
島
さ
ら
に
は
大
阪
湾
岸
の
土
器
製
塩
の
開
始

期
を
知
る
上
で
、
重
要
な
視
点
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、

脚
台
Ⅰ
式
〜
Ⅱ
式
に
つ
い
て
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
鉄
器

生
産
を
背
景
と
す
る
淡
路
島
北
部
の
山
間
地
の
集
落
の
動

態
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
型
式
と
考
え
ら
れ
る
。

脚
台
式
の
段
階
は
、
土
器
製
塩
の
開
始
期
か
ら
安
定
し

た
技
術
段
階
に
到
達
す
る
ま
で
の
土
器
型
式
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
漸
次
的
な
型
式
変
化
と
Ⅰ
式
〜
Ⅱ
式
段
階
の
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複
数
型
式
が
併
存
す
る
状
況
は
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
次
第
に
高
ま
る
塩
需
要
拡
大
に
対
応
す
る
製
塩
集

団
の
試
行
錯
誤
の
過
程
と
も
い
え
、
そ
の
結
果
、
Ⅲ
式
の

安
定
し
た
技
術
段
階
に
到
達
し
た
も
の
み
る
こ
と
が
で
き

る
。一

方
、
そ
の
後
に
起
こ
る
丸
底
式
土
器
へ
の
変
化
は
、

そ
れ
が
短
期
間
に
進
行
す
る
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に
消
費

さ
れ
た
製
塩
土
器
量
が
急
激
に
増
加
す
る
こ
と
、
製
塩
炉

が
大
型
化
す
る
こ
と
な
ど
、
脚
台
式
段
階
と
は
異
な
る
社

会
的
要
求
の
中
で
生
じ
た
現
象
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
西
庄
遺
跡
に
み
ら
れ
る
石
敷

炉
の
採
用
も
、
そ
の
中
で
の
技
術
導
入
と
考
え
ら
れ
る
。

引
野
遺
跡
の
丸
底
式
製
塩
土
器
の
成
立
は
、
淡
路
島
の
土

器
製
塩
も
そ
の
変
化
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
島
内
の
生
産
遺
跡
と
し
て
は
、
井

上
遺
跡
、
貴
船
神
社
遺
跡
、
名
子
の
浜
遺
跡
、
旧
城
内
遺

跡
、
高
崎
遺
跡
な
ど
で
Ⅰ
―

Ｂ
の
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
出
土
量
が
少
な
く
、
生
産
の
実
態
が
不

明
な
状
況
で
あ
る
。
和
泉
か
ら
紀
伊
に
か
け
て
の
地
域
で

生
産
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時
期
に
、
引
野
遺
跡
に
続
く
生

産
体
制
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
段
階
の
土
器
製
塩

を
考
え
る
上
で
の
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

丸
底
Ⅲ
式
段
階
は
、
淡
路
島
が
大
規
模
製
塩
を
行
う
時

期
に
相
当
し
、
大
量
の
製
塩
土
器
が
消
費
さ
れ
た
型
式
で

あ
り
、
そ
の
中
心
は
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
に
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
丸
底
Ⅲ
式
製
塩
土
器
が
い
つ
ま
で
使
用
さ

れ
た
の
か
は
、
そ
れ
を
確
定
す
る
資
料
が
確
認
で
き
て
お

ら
ず
、
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
え
な
い
。
大
規
模
な
製
塩

遺
跡
で
あ
る
並
松
遺
跡
や
貴
船
神
社
遺
跡
な
ど
で
は
、
丸

底
Ⅲ
式
に
伴
い
八
世
紀
の
土
器
が
出
土
す
る
事
例
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
期
に
も
煎
熬
用
土
器
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
丸
底
Ⅲ
式
土
器
が
煎
熬
工

程
で
い
つ
ま
で
使
用
さ
れ
た
の
か
。
鉄
製
塩
釜
の
使
用
開

始
時
期
と
も
関
係
す
る
課
題
で
も
あ
る
。

一
方
、
丸
底
Ⅱ
式
製
塩
土
器
と
の
連
続
性
に
つ
い
て
も

検
討
の
余
地
が
あ
る
。
製
作
技
法
や
形
態
が
類
似
す
る
丸

底
Ⅱ
―

Ｂ
は
、
丸
底
Ⅲ
―

Ａ
と
の
親
和
性
が
強
く
、
経
時
変

化
の
可
能
性
も
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
和

泉
や
紀
伊
で
の
大
規
模
生
産
の
時
期
と
淡
路
島
で
の
大
規

模
生
産
の
時
期
の
間
を
埋
め
る
型
式
の
可
能
性
も
あ
り
、

不
透
明
な
六
世
紀
に
お
け
る
大
阪
湾
岸
の
土
器
製
塩
の
あ

り
方
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
土
器
と
な
る
可
能
性
も
あ
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る
。
今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

今
回
は
、
現
在
の
土
器
編
年
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

型
式
毎
に
淡
路
島
の
土
器
製
塩
の
展
開
を
叙
述
す
る
こ
と

を
試
み
た
が
、
甕
形
製
塩
土
器
の
存
在
や
現
在
の
編
年
に

は
組
み
込
め
て
い
な
い
型
式
の
存
在
な
ど
、
扱
え
な
か
っ

た
資
料
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
製
塩
遺
跡
の

分
布
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
検
討
も
行
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
島
内
の
土
器
製
塩
の
様
相
を
理
解
す
る
に
は
、

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
把
握
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
研
究
の
現
状
と
課
題
を
列
挙
す
る
に
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
筆
者
の
力
不
足
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
に
お
詫

び
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
淡
路
島
に
お
け
る
土
器
製

塩
研
究
の
歩
み
に
も
多
く
の
紙
幅
を
費
や
し
た
。
そ
れ
は
、

列
挙
し
た
課
題
に
対
す
る
研
究
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思

い
か
ら
で
も
あ
る
。
拙
稿
が
、
少
し
で
も
後
進
の
研
究
に

役
立
つ
こ
と
を
願
い
、
筆
を
置
き
た
い
。

(

１)

岡
本
稔
・
波
毛
康
宏

｢

兵
庫
県

(

淡
路)｣

(『

日
本
土
器
製

塩
研
究』

青
木
書
店
、
一
九
九
四
年)

。

(

２)

石
部
正
志

｢

淡
路
島
の
土
器
製
塩

(

予
報)｣

(『

日
本
考
古

学
協
会

昭
和
四
一
年
度
大
会
発
表
要
旨』

日
本
考
古
学
協
会
、

一
九
六
六
年)

。

(

３)

岡
本
稔

｢

淡
路
島
の
土
器
製
塩
遺
跡｣

(『

淡
路
地
方
史
研

究
会
会
誌』

七
号

淡
路
地
方
史
研
究
会
、
一
九
七
〇
年)

。

(

４)

田
村
昭
治

｢

淡
路
島
の
製
塩
土
器
に
つ
い
て｣

(『

山
下
町

居
屋
敷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告』

洲
本
市
教
育
委
員
会
、
一
九

七
七
年)

。

(

５)

近
藤
義
郎

｢

淡
路
二
題｣

(『

考
古
学
研
究』

第
二
四
巻

第

四
号

考
古
学
研
究
会
、
一
九
七
七
年)

。

(

６)

近
藤
義
郎

｢

淡
路
の
製
塩
土
器｣

(『

土
器
製
塩
の
研
究』

青
木
書
店
、
一
九
八
四
年)

。

(

７)

櫃
本
誠
一

｢

古
墳
時
代
の
遺
跡｣

(『

日
本
の
古
代
遺
跡
三

兵
庫
南
部』

保
育
社
、
一
九
八
四
年)

。

(

８)

浦
上
雅
史

｢

淡
路
島
の
海
の
生
産
用
具
―
飯
蛸
壺
・
製
塩

土
器
を
中
心
に
―｣

(『

歴
史
と
神
戸』

第
二
六
巻

第
四
号

神
戸
史
学
会
、
一
九
八
七
年)

。

(

９)

浦
上
雅
史

(『

淡
路
島
の
古
墳
時
代』

洲
本
市
立
淡
路
文
化

史
料
館
、
一
九
九
三
年)

。

(

10)

積
山
洋

(｢

律
令
制
期
の
製
塩
土
器
と
塩
の
流
通
―
摂
河
泉

出
土
資
料
を
中
心
に
―｣)

『

ヒ
ス
ト
リ
ア』

第
一
四
一
号

大
阪
歴
史
学
会
、
一
九
九
三
年)

。

(
11)

岡
本
稔
・
波
毛
康
宏

｢

兵
庫
県

(

淡
路)｣

(『

日
本
土
器
製

塩
研
究』

青
木
書
店
、
一
九
九
四
年)

。

(

12)
渡
辺
昇

｢

淡
路
の
土
器
製
塩｣

(『

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
製
塩
土

器
の
諸
問
題
―
古
代
に
お
け
る
塩
の
生
産
と
流
通
―』

塩
の

会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
一
九
九
七
年)

。

― 21 ―



(

13)

岡
本
稔

｢

藻
塩
幻
想｣

(『

淡
路
考
古
学
研
究
会
誌』

第
三

号

淡
路
考
古
学
研
究
会
、
一
九
八
〇
年)

。

(
14)

｢

国
生
み
神
話｣

は
、
淡
路
島
を
拠
点
と
す
る
海
人
族
が
伝

え
た
島
生
み
の
伝
承
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
説
。
和

歌
森
太
郎

｢

淡
路
民
俗
の
歴
史
的
背
景｣

(『

淡
路
島
の
民
俗』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年)

、
岡
田
精
司

｢

国
生
み
神
話
に

つ
い
て｣

(『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話』

塙
書
房
、
一
九
七

〇
年)

。

(

15)

武
田
信
一

｢

海
人
族
の
世
界｣

(『

淡
路
の
神
話
と
海
人
族』

�
�
�
�
�

成
錦
堂
、
一
九
八
七
年)

。
(

16)

武
田
信
一

｢

天
平
十
年

｢
淡
路
国
正
税
帳｣

に
関
す
る
一

考
察

(

一)｣
(『

あ
わ
じ』

第
一
七
号

淡
路
地
方
史
研
究
会
、

二
〇
〇
〇
年)

。

(

17)

岡
本
稔

｢

塩
づ
く
り
実
験
か
ら
の
諸
問
題｣

(『

古
代
製
塩

の
島

淡
路』

洲
本
市
立
淡
路
文
化
史
料
館
、
二
〇
〇
一
年)

。

(

18)

広
瀬
和
雄

｢

小
島
東
遺
跡｣
(『

岬
町
遺
跡
群
発
掘
調
査
概

要』

大
阪
府
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年)

。

(

19)
(

９)

に
同
じ
。

(

20)

積
山
洋

｢

大
阪
湾
沿
岸
の
古
墳
時
代
土
器
製
塩｣

『

季
刊
考

古
学
・
別
冊
14
畿
内
の
巨
大
古
墳
と
そ
の
時
代』

雄
山
閣
、

二
〇
〇
四
年)

。

(

21)
(

20)

に
同
じ
。

(

22)

河
田
泰
之

｢

大
阪
湾
岸
を
中
心
と
し
た
土
器
製
塩
活
動
の

展
開｣

(『

下
田
遺
跡』

(

財)

大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
、
一
九
九
六
年)

、
宮
地
聡
一
郎

｢

脚
台
式
製
塩
土
器
に

つ
い
て｣

(『

小
島
北
磯
遺
跡』

(

財)

大
阪
府
文
化
財
調
査
研

究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年)

。

(

23)

伊
藤
宏
幸

(『

引
野
遺
跡
発
掘
調
査
概
要』

東
浦
町
教
育
委

員
会
・
東
浦
町
、
一
九
九
九
年)

。

(

24)

冨
加
見
泰
彦
ほ
か

(『

西
庄
遺
跡』

(

財)

和
歌
山
県
文
化

財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年)

。

※

註
釈
は
本
稿
の
趣
旨
に
関
わ
る
も
の
を
中
心
に
記
載
し
、
参
考

と
し
た
発
掘
調
査
報
告
書
等
は
割
愛
し
た
。
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